
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

ミクロンオーダの空間分解能を持つひずみ測定技術 

顕微ラマン分光による微小部ひずみ測定に利用可能な新規コーティング材料 

技術分野分類  4804：高分子・繊維材料                       

技術キーワード  F：高分子機能材料                      

産 業 分 類  E-18：プラスチック製品製造業                    
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容 

 

概  要 

 

顕微ラマン分光を利用したひずみ測定技術は、ミクロンオーダの空間分解能

を持つが、測定対象材料が限定されるため、金属や射出成形などで製造される

プラスチックは直接測定できない。そこで、顕微ラマン分光でひずみが測定で

きるポリマーを開発し、これをコーティング型ひずみセンサとすることで、材

料の制約を取り除くことに成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

この技術の最大の特徴は空間分解能が１ミクロンと高いことで、これは従来

のひずみゲージに比べ 2～3 桁高いため、ひずみゲージでは測定が不可能な微

小物や局所のひずみを測定することができる（図参照）。 

本技術の 

有用性 

構造解析と併用し、応力集中箇所のひずみ評価に利用することにより、解析

精度の向上や、最適設計に利用することができる。 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
金属やプラスチックなどひずみセンサ材料がコーティングできる製品 
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